
「簡単・柱材角組金物」「簡単・柱材角組金物」

げんぞうげんぞうげんぞう

柱・縦材　内面サイド金物使用▲

▼柱・縦材　外面サイド金物使用
▼柱・横材　内面サイド金物使用

柱・横材　外面サイド金物使用▲

「特許申請中 ・ 特願 2012-183543」

げんぞう 「8 個」 (90mm 角材と板幅 90mm× 板厚 20mm) を使用。げんぞう 「8 個」 (90mm 角材と板幅 90mm× 板厚 20mm) を使用。

●変化のある荷重が常に加わる椅子などには、 特に適した 「げんぞう」 金物です。

●「げんぞう」 角組金物使用の製作例。●「げんぞう」 角組金物使用の製作例。●「げんぞう」 角組金物使用の製作例。

「げんぞう金物」 は、 今までにない自分でつくれる 「DIY!」 の広がりと満足を実現してくれる 「新しい発想の材組金物」 です。

端にカットした角材を、 そのまま接合できる 「簡単接合金物」。 面と面を突合せて接合する 「単純作業」 だけで 「垂直 ・ 平行」

が自然に決まり、 歪みや抜けにも強い強固な一体化を実現してくれます。 また、 金物の向きや方向を変えることで様々な使い方

にも対応し、 小さな工作物から大きな構造物まで、 「つくれる !」 の可能性を大きく広げてくれます。

●柱 ・ 板材と組合せた構造なら、 歪みに強い確りとした構成が実現できます。●柱 ・ 板材と組合せた構造なら、 歪みに強い確りとした構成が実現できます。

◎「げんぞう」金物の使用例です。方向と使い方により使用数を少なくすることができます。(※柱材センター深さ 90mmスリット加工。ボルト頭逃げ穴加工等が必要になります。)

Simple.,Certainty., Early.,　Architectural hardware.Simple.,Certainty., Early.,　Architectural hardware.

●柱材端の 「複雑な組加工を必要としない。」 カット材端そのまま使用し 「げんぞう金物だけで木組みを強固に完成」 できる。 また、 基礎定位置に柱を垂直に安定固定できます。

げんぞう 「12 個」 (90mm 角材と板幅 90mm× 板厚 20mm) を使用。げんぞう 「12 個」 (90mm 角材と板幅 90mm× 板厚 20mm) を使用。

●重ねて作る構造物なら、 確実な取付で安定した製作物が完成できます。
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げんぞう 「20 個」 (90mm 角材と板幅 90mm× 板厚 20mm) を使用。げんぞう 「20 個」 (90mm 角材と板幅 90mm× 板厚 20mm) を使用。

げんぞう金物 1個で作る。

※写真の「げんぞう金物」製品は、(SUS304) ステンレス製で別注製作品になります。

板厚3.2mm採用の強固構造用金物板厚3.2mm採用の強固構造用金物



○図採用のデッキは 90mm 角材を使用し、 材角組金物 「げんぞう」 のみで製作されています。 ラティスとデッキ材は市販の規格商品を使用。 木部ボルトは 6M または 9M。 アンカーは (8M ～ 12M) を使用しています。

※図の「げんぞう」は試作品説明で取付穴位置と数が異なります。

支え・ゆがみを押さえる三角リブ。

安定結束の為の三辺ホールド。

■製作構造物例。( 物置小屋、小規模な建物も建築可能。基礎と柱材の定着から軸組の材接合箇所の金物結束が可能。)

●センター取付使用。●サイド取付使用。

●柱・縦材　内面金物使用●柱・縦材　外面金物使用●柱・縦材　内面中央金物使用 ●柱・縦材　外面中央金物使用●柱・縦材　内面サイド金物使用 ●柱・縦材　外面サイド金物使用

縦材に土台・横材を四方に載せて設置していく使用方法
です。外壁を設置していく場合に適した使用方法です。
※材内角に二個金物を使用する場合、一個の金物背面
に3.2mm板の高さ調整(黄色に見える箇所)が必要です。

縦材に土台・横材など外面から金物を使い、四方に柱材
を設置していく使用方法です。
※壁施工時に金物板厚分の回避施工が必要になります。

縦柱材に溝(深さ90mm/幅3.5以上)を切り、金物のセン
ター板を差込み外面に取付、設置する方法です。 
※柱材センターに金物中央板が差し込まれ取付けてい
る事で、左右の倒れに強い安定した設置が出来ます。

縦柱材に溝(深さ90mm/幅3.5mm以上)を切り、金物のセ
ンター板を差込み、内面に取付設置する方法です。 
柱材センターに金物中央板が差し込まれ取付けている事
で安定した設置と、壁設置に適した使用方法です。

縦柱材内面サイドに金物を取付、設置する方法で、壁
を施工する際に金物が障害になりません。

縦柱材外面サイドに金物を取付、設置する方法です。
柱材角2方向を抑え、倒れに強い柱を設置する取付
方法です。

●大引・横材　下面　両サイド金物使用 ●大引・横材　下面　材センター金物差込使用 ●束・大引・土台　　材センター金物差込使用

横材に金物一個で三つの材
を設置する使用方法です。 
一方の材は載せて設置します。

横材を受ける状態で設置しています。 横材センターに、溝(深さ90mm/
幅3.5mm)以上を切り、金物のセ
ンター板を差込み載せています。

横材に土台用と束材用、それ
ぞれに金物を一個使用して設
置する使用方法です。 
柱材センターに、溝(深さ90mm
/幅3.5mm)以上を切り、金物の
センター板を差込んでいます。

●束・大引・土台　材センター金物差込使用

束材センターに、溝(深さ90mm
/幅3.5mm)以上を切り、金物の
センター板を差込み横材を載せ
ています。

●束・大引・土台サイド金物使用　

束材サイドに金物を使用し横材を
載せています。

●束・大引・土台　支え載せ金物使用

▼床下空間を造る。( 全方向からの柱材を纏めて結束し、上部荷重に耐える構造も同時に造ります。)▼支え受ける。( 荷重棚を確実に支える取付使用ができます。)

▼どの位置でも確実に強固に設置できます。

▼基礎に固定する。( 左右サイド使用と柱材センター取付の二通りの方法が選べます。倒れに強い安定した設置が可能。)

●縦横 90 度、 強制的に固定できるため、 垂直 ・ 水平調整に時間をかけずに取付ができます。

また、 横揺れに強い束柱を設置できます。

●縦横 90 度、 強制的に固定できるため、 垂直 ・ 水平調整に時間をかけずに取付ができます。

また、 横揺れに強い束柱を設置できます。

●確実に固定でき束材ズレの心配がありません。●確実に固定でき束材ズレの心配がありません。

●アンカー確実固定。●アンカー確実固定。●アンカー確実固定。●アンカー確実固定。

●揺れの心配を解消します。

●寸法カットした柱材だけで 「簡単」 に 「確実」 に、 そして強い構造体が造れます。●寸法カットした柱材だけで 「簡単」 に 「確実」 に、 そして強い構造体が造れます。

●荷重を支え受ける強さをつくります。●荷重を支え受ける強さをつくります。

●四方行の角度が 必然と決まり確実に結束させる。●四方行の角度が 必然と決まり確実に結束させる。

※仕様は製品改良のため予告なく変更する場合があります。

■製品NO.JAN456028627-032( 柱材角組接合金物 )
●材    質　SS( 鉄 /t3.2) 　　　　　　　　　　　　　　(※SUS304/t2.5/ステンレス製品は別注製作品になります。)
●寸　法　(W)183.2×(H)93.2×(D)93.2　　　　　　　(※柱角サイズ 90mm×90mm　/　その他、柱材 )
●表面処理　カチオン電着塗装 ( 艶消し黒 )　　　　　(※お願い。柱材固定用穴のビス、ボルトは取付できる全箇所ご使用ください。)
※ご注意事項。この金物は木柱材を組む目的で造られています。その他の目的にご使用になる場合は使用者ご自身の判断と責任でご使用ください。                 

※図使用の金物種は SUS( ステンレス製品 ) で説明用です。 ボルト穴位置と数は実際の製品とは異なります。

シナプス ・ インターナショナル .Company.シナプス ・ インターナショナル .Company.

( 設計・製造・販売元 )( 設計・製造・販売元 )
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�結束し支える。 錆に強いカチオン電着塗装品錆に強いカチオン電着塗装品


